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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第78期

第２四半期連結
累計期間

第79期
第２四半期連結
累計期間

第78期

会計期間

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成28年
　３月31日

売上高 （百万円） 24,722 22,972 50,023

経常利益 （百万円） 613 241 96

親会社株主に帰属する四半期(当期）

純利益（△は損失）
（百万円） 118 △1,116 △397

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △99 △4,369 △2,145

純資産額 （百万円） 29,484 22,440 27,295

総資産額 （百万円） 55,241 49,595 51,519

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（△は損失）
（円） 12.37 △116.86 △41.60

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 51.8 43.9 51.3

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 1,570 1,787 3,610

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △937 △2,596 △1,434

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 67 1,613 △1,244

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（百万円） 7,096 7,646 7,174

 

回次
第78期

第２四半期連結
会計期間

第79期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成27年
７月１日
至平成27年
９月30日

自平成28年
７月１日
至平成28年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（△は損失）
（円） 20.14 △96.33

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。
３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており
ません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

自動車部品事業（北米）

　当第２四半期連結会計期間より、ASSA ABLOY ABからの事業譲受のために株式取得したALPHA INDUSTRY PUEBLA,

S. A. DE C.V.を連結の範囲に含めております。

 

自動車部品事業（アジア）

　第１四半期連結会計期間より、前連結会計年度において非連結子会社であったPT. ALPHA AUTOMOTIVE INDONESIA

は、重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 

　当第２四半期連結会計期間より、ASSA ABLOY ABからの事業譲受のために株式取得したALPHA (SUZHOU) VEHICLE

SECURITY SOLUTIONS CO., LTD.を連結の範囲に含めております。

 

自動車部品事業（欧州）

　当第２四半期連結会計期間より、ASSA ABLOY ABからの事業譲受のために株式取得したAlpha Vehicle Security

Solutions Czech s. r. o..を連結の範囲に含めておりますが、Alpha Vehicle Security Solutions Switzerland

Saglは、重要性が乏しいため、連結の範囲及び持分法適用の範囲に含めておりません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変

更があった事項は次のとおりであります。

 

（１）コンプライアンス

　当社は、平成28年９月15日（米国時間）に米国司法省との間で、特定顧客向けの自動車部品の一部の取引に関し、

米国反トラスト法に違反したとして、罰金９百万米国ドル（約９億円）を支払うこと等を内容とする司法取引に合意

しております。

　当社グループは、司法省による当該調査を契機に、幹部および従業員へ、社外弁護士による独占禁止法の研修、e

ラーニングを含めた教育を継続的に行い、コンプライアンス体制を充実し、その徹底を推進しております。今後も引

き続きコンプライアンスを徹底し、信頼回復に努めて参ります。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間の世界経済は、米国や欧州における景気は引き続き回復しましたが、中国及び新興国で

は経済成長の減速が顕著となりました。また英国のEU離脱問題など、今後の世界経済に留意すべき事項もおきまし

た。日本経済は、円高や設備投資の伸び悩みなどにより不透明な状況が広がったものの個人消費では持ち直しの傾向

がみられました。

　当社グループの属する自動車業界では、北米を中心に海外生産、販売ともに伸びましたが、国内では販売台数が前

年を下回りました。セキュリティ機器業界では、国内の住宅着工件数がマイナス金利導入後の住宅ローン金利低下を

受けて前年を上回りました。

 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は海外拠点の現地通貨ベースでみると増収ではあったも

のの、円換算後は円高による為替影響を大きく受け22,972百万円と前年同四半期に比べ、1,750百万円（△7.1％）の

減収となりました。利益につきましては、円高の影響があったものの生産の合理化の進展により、営業利益は1,213

百万円と前年同四半期に比べ、410百万円（51.1％）の増益となりました。経常利益は241百万円と為替差損1,057百

万円を計上したこと等により、前年同四半期に比べ、372百万円（△60.7％）の減益となりました。親会社株主に帰

属する四半期純損失は、自動車用部品に係る米国司法省との司法取引契約に伴う特別損失を計上したこと等により、

△1,116百万円と前年同四半期に比べ、1,234百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益118百万

円）の減益となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①　自動車部品事業（日本）

自動車部品事業（日本）は、主要得意先の国内販売が伸びず、売上高は5,530百万円と前年同四半期に比べ、

166百万円（△2.9％）の減収、営業損失は528百万円（前年同四半期は営業損失526百万円）となりました。

 

②　自動車部品事業（北米）

自動車部品事業（北米）は、主要得意先の自動車生産台数の増加に呼応し現地通貨ベースでは増収でしたが、

為替影響により、売上高は6,391百万円と前年同四半期に比べ、570百万円（△8.2％）の減収、営業利益は504百

万円と前年同四半期に比べ、161百万円（47.1％）の増益となりました。

 

③　自動車部品事業（アジア）

自動車部品事業（アジア）におきましては、新たにPT. ALPHA AUTOMOTIVE INDONESIAを連結しましたが、主要

得意先のアセアンでの販売台数が伸びず、売上高は9,156百万円と前年同四半期に比べ、1,566百万円（△

14.6％）の減収、営業利益は744百万円と前年同四半期に比べ、29百万円（4.2％）の増益となりました。

 

 

④　セキュリティ機器事業（日本）
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セキュリティ機器事業（日本）は、コインロッカーの入れ替え需要増加や賃貸・戸建住宅向け電気錠の採用が

順調に推移し、売上高は3,833百万円と前年同四半期に比べ、476百万円（14.2％）の増収、営業利益は389百万

円と前年同四半期に比べ、203百万円（109.4％）の増益となりました。

 

⑤　セキュリティ機器事業（海外）

セキュリティ機器事業（海外）におきましては、売上高は1,439百万円と前年同四半期に比べ、91百万円

（6.8％）の増収となりましたが、営業利益は52百万円と前年同四半期に比べ、19百万円（△26.9％）の減益と

なりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動によるキャッシュ・フローが

1,787百万円の収入、投資活動によるキャッシュ・フローが2,596百万円の支出、財務活動によるキャッシュ・フ

ローが1,613百万円の収入となりました。

以上の結果、換算差額を含めた当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前第２四半

期連結会計期間末に比べ550百万円増加し、7,646百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

売上債権の増減額が804百万円減少しましたが、仕入債務の増減額が572百万円増加したことや、長期未払金の

増減額が34百万円増加したこと等により、当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、

前第２四半期連結累計期間に比べ、217百万円収入が増加し、1,787百万円の収入となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

連結範囲変更に伴う支出が1,458百万円増加したことや、有形固定資産の取得による支出が64百万円増加した

こと等により、当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間

に比べ、1,659百万円支出が増加し、2,596百万円の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

短期借入れによる収入が1,562百万円増加したことや、長期借入れによる収入が386百万円増加したこと等によ

り、当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間に比べ、

1,546百万円収入が増加し、1,613百万円の収入となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

なお、当社は平成22年８月６日開催の取締役会において、「当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在

り方に関する基本方針」を決議いたしました。その内容等（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次の

とおりであります。

①　基本方針の内容

当社は、自動車や住宅、そして産業用機器等の様々な分野にキーとキーレス商品を提供する総合ロックメー

カーとして、「日々新たに、自らを変えていく」という企業理念のもと、時代に合わせて自らを変え、お客様の

ニーズにあった製品を提供し、「安全・安心・利便性」をお届けすることで社会に貢献しております。そして、安

定した財務体質を維持し、事業環境の変化があっても収益を創造し確保する磐石な企業体質を有するグローバルな

企業を目指しております。

上記の企業理念と目指す姿を実現するため「個々の質を高め、お客様に喜ばれる価値を創造・提供します」と

いう経営理念のもと、世界各国からのお客様のニーズにお応えできる新製品の開発と生産・供給体制の構築・改善

を継続的に行っております。この活動を支えるのは、当社グループのすべての役員及び従業員の一人ひとりが責任

を果たし、全員で企業価値向上に取り組むという、長年の企業文化を共有する人材であると考えております。

また、株主還元につきましては、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安

定した配当を継続して実施していくことを方針としております。

当社は、当社の株式の大量取得を目的とする買付が行われる場合、それに応じるか否かは、最終的には株主の

皆様の判断に委ねられるべきものと考えており、経営支配権の異動を通じた企業活動の活性化の意義や効果を否定

するものではありません。

従いまして、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の経営理念の実現のため、上記の経営方

針の実行と企業価値向上に中長期的に継続して取り組む者であるべきと考えております。

 

②　不適切な支配を防止するための取組み

現在のところ、当社は、当社の株式の大量取得を行う者に対し、これを防止する具体的な取組み（いわゆる

「買収防衛策」）を予め定めておりませんが、当社の株式の大量取得を企図する者が出現した場合には、当社は社
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外の専門家を交えて当該取得者の提案内容を上記の基本方針や株主共同の利益に照らして、慎重に判断いたしま

す。

当該大量取得が不適切な者によると判断した場合には、下記の要件の充足を前提として、具体的な対抗措置の

内容等を速やかに決定し、実行いたします。

イ．当該措置が基本方針に沿うものであること

ロ．当該措置が当社の株主の共同の利益を損なうものではないこと

ハ．当該措置が当社の役員の地位の維持を目的とするものではないこと

 

(4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は736百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループを取り巻く事業環境は、新製品開発競争や熾烈な価格競争の激化等厳しさを増しています。特に、

グロ－バル競争が激化する自動車メーカーからのコストダウン及びグローバルでの製品供給の要請が強くなってお

ります。これらの要請に応えるため、当社グループは本社機能の体質強化と、グローバルでの収益・コストの構造

改革及び販売・生産・開発・調達体制の強化を加速させ一層の原価削減に努め、事業基盤の確立に取り組んでいま

す。

また当社は海外グループ売上高が高いため、為替変動により影響を受ける可能性があります。

 

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は49,595百万円となり、前連結会計年度末に比べ、1,923百万円の

減少となりました。また、有利子負債は前連結会計年度末に比べ、1,597百万円増加し、15,035百万円となりまし

た。

流動資産は、原材料及び貯蔵品が198百万円減少しましたが、現金及び預金が484百万円増加したこと等により、

398百万円増加し、26,896百万円となりました。

固定資産は、投資有価証券が1,009百万円減少したことや、有形固定資産が1,546百万円減少したこと等により、

2,320百万円減少し、22,691百万円となりました。

流動負債は、支払手形及び買掛金が401百万円増加したことや、短期借入金が1,428百万円増加したこと等によ

り、2,224百万円増加し、16,215百万円となりました。

固定負債は、長期借入金が463百万円増加したこと等により、706百万円増加し、10,939百万円となりました。

純資産は、為替換算調整勘定が2,855百万円減少したことや、利益剰余金が1,472百万円減少したこと等により、

4,854百万円減少し、22,440百万円となりました。以上により、自己資本比率は前連結会計年度末の51.3％から7.4

ポイント減少し、43.9％となりました。

 

(7）経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、現在の事業環境及び入手可能な情報に基づき最善の経営方針を立案するように努め

ております。更なるグローバル競争の激化が予想される中、当社グループは、環境の変化、動向を的確に捉え、既

存の発想に捉われないビジネスモデルの構築により、お客様のニーズを満たす新商品を常に提供することで、お客

様価値の向上を図ってまいります。そして、お客様の喜びをアルファグループの喜びとし、その結果として収益を

安定的に確保できる企業体質を確立致します。また、全ての人が安全・安心に快適な暮らしを享受できるよう、全

ての事業活動を通じて地球環境保全につとめ、お客様から安心・信頼される『アルファブランド』の地位確立を目

指します。そのため、以下の事項を課題と認識し、その解決に取り組んでおります。

 

①　グローバルでの安定的な収益基盤の強化

②　他社より先行した良品廉価な新商品及び新ビジネスモデルの開発・市場投入

③　人材理念に基づく、人材成長の育成強化
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,800,000

計 40,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,200,000 10,200,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 10,200,000 10,200,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 10,200,000 － 2,760 － 2,952
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ハイレックスコーポ

レーション
兵庫県宝塚市栄町１丁目12番28号 1,710 16.76

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 477 4.68

アルファ従業員持株会 神奈川県横浜市金沢区福浦１丁目６番８号 387 3.79

日産東京販売ホールディングス

株式会社
東京都品川区西五反田４丁目32番１号 379 3.71

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 269 2.64

和田　泰蔵 東京都目黒区 268 2.63

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２番１号 230 2.25

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 166 1.63

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 160 1.56

株式会社横浜銀行 神奈川県横浜市西区みなとみらい３丁目１番１号 150 1.47

計 － 4,197 41.12

（注）上記のほか、自己株式が647千株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    647,400
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  9,550,600 95,506 －

単元未満株式 普通株式      2,000 － －

発行済株式総数 10,200,000 － －

総株主の議決権 － 95,506 －

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

株式会社アルファ
神奈川県横浜市金沢区

福浦１丁目６番８号
647,400 － 647,400 6.35

計 － 647,400 － 647,400 6.35

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,206 7,691

受取手形及び売掛金 9,644 9,865

商品及び製品 1,729 1,638

仕掛品 935 883

原材料及び貯蔵品 4,650 4,451

その他 2,335 2,366

貸倒引当金 △2 △0

流動資産合計 26,498 26,896

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,674 4,780

機械装置及び運搬具（純額） 4,767 4,471

土地 1,625 1,525

その他（純額） 4,374 4,118

有形固定資産合計 16,441 14,895

無形固定資産   

のれん 767 1,155

その他 440 440

無形固定資産合計 1,208 1,596

投資その他の資産   

投資有価証券 5,652 4,643

その他 1,709 1,556

投資その他の資産合計 7,361 6,199

固定資産合計 25,011 22,691

繰延資産 8 8

資産合計 51,519 49,595

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,782 6,183

短期借入金 4,420 5,849

未払法人税等 324 383

賞与引当金 330 444

製品保証引当金 67 65

事業構造改善引当金 59 2

その他 3,006 3,287

流動負債合計 13,991 16,215

固定負債   

社債 480 420

長期借入金 6,411 6,874

退職給付に係る負債 50 49

資産除去債務 42 42

その他 3,248 3,552

固定負債合計 10,232 10,939

負債合計 24,223 27,155
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,760 2,760

資本剰余金 2,952 2,952

利益剰余金 16,210 14,737

自己株式 △578 △578

株主資本合計 21,344 19,871

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,760 2,414

為替換算調整勘定 2,335 △519

その他の包括利益累計額合計 5,095 1,894

非支配株主持分 855 674

純資産合計 27,295 22,440

負債純資産合計 51,519 49,595
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 24,722 22,972

売上原価 20,726 18,741

売上総利益 3,996 4,230

販売費及び一般管理費 ※１ 3,193 ※１ 3,017

営業利益 802 1,213

営業外収益   

受取利息 43 58

受取配当金 52 64

不動産賃貸料 20 21

還付金収入 24 －

その他 64 60

営業外収益合計 206 204

営業外費用   

支払利息 97 91

為替差損 259 1,057

その他 38 28

営業外費用合計 395 1,177

経常利益 613 241

特別利益   

固定資産売却益 14 1

事業構造改善引当金戻入額 82 －

その他 0 －

特別利益合計 96 1

特別損失   

固定資産売却損 0 2

固定資産除却損 1 27

投資有価証券評価損 － 10

米国反トラスト法関連損失 － ※２ 929

その他 1 －

特別損失合計 3 969

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
707 △726

法人税、住民税及び事業税 414 469

法人税等調整額 129 △123

法人税等合計 543 345

四半期純利益又は四半期純損失（△） 163 △1,072

非支配株主に帰属する四半期純利益 45 43

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
118 △1,116
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 163 △1,072

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △249 △345

為替換算調整勘定 △13 △2,951

その他の包括利益合計 △262 △3,296

四半期包括利益 △99 △4,369

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △158 △4,284

非支配株主に係る四半期包括利益 59 △84
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
707 △726

減価償却費 1,082 1,052

米国反トラスト法関連損失 － 929

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △1

受取利息及び受取配当金 △96 △122

支払利息 97 91

固定資産売却益 △14 △1

固定資産除売却損 1 29

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △90 △56

賞与引当金の増減額（△は減少） △81 116

製品保証引当金の増減額（△は減少） 1 △0

売上債権の増減額（△は増加） 114 △689

たな卸資産の増減額（△は増加） 341 271

仕入債務の増減額（△は減少） △55 517

長期未払金の増減額（△は減少） △42 △8

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 7 5

その他 △17 766

小計 1,953 2,170

利息及び配当金の受取額 96 119

利息の支払額 △101 △74

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △378 △427

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,570 1,787

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △892 △957

有形固定資産の売却による収入 124 143

無形固定資産の取得による支出 △29 △32

投資有価証券の取得による支出 △9 △10

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ ※２ △1,458

債権譲受による支出 － △400

その他 △129 120

投資活動によるキャッシュ・フロー △937 △2,596

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 365 1,927

長期借入れによる収入 2,432 2,818

長期借入金の返済による支出 △1,845 △2,025

配当金の支払額 △143 △143

非支配株主への配当金の支払額 △125 △96

その他 △616 △866

財務活動によるキャッシュ・フロー 67 1,613

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 △557

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 698 246

現金及び現金同等物の期首残高 6,334 7,174

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少）
63 225

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 7,096 ※１ 7,646
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　第１四半期連結会計期間より、前連結会計年度において非連結子会社であったPT. ALPHA AUTOMOTIVE INDONESIA

は、重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 

　当第２四半期連結会計期間より、ASSA ABLOY ABからの事業譲受のために株式取得したAlpha Vehicle Security

Solutions Czech s. r. o.、 ALPHA INDUSTRY PUEBLA, S. A. DE C.V.及びALPHA (SUZHOU) VEHICLE SECURITY

SOLUTIONS CO., LTD.を連結の範囲に含めておりますが、Alpha Vehicle Security Solutions Switzerland Saglは、

重要性が乏しいため、連結の範囲及び持分法適用の範囲に含めておりません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純損失に与える

影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益または税引前当期純損

失に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益または税引前四半期純損失に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　１ 受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

受取手形割引高 50百万円 50百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりです。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
　　至 平成27年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
　　至 平成28年９月30日）

従業員給料及び手当 956百万円 964百万円

賞与引当金繰入額 106 142

 

※２ 米国反トラスト法関連損失は、米国司法省との間で合意された米国反トラスト法違反に関する罰金でありま

す。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 7,256百万円 7,691百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △160 △45

現金及び現金同等物 7,096 7,646

 

※２ 株式の取得により新たに連結子会社となった会社の資産及び負債の主な内訳

当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

株式の取得により新たにAlpha Vehicle Security Solutions Czech s. r. o.、ALPHA INDUSTRY PUEBLA, S.

A. DE C.V.及びALPHA (SUZHOU) VEHICLE SECURITY SOLUTIONS CO., LTD.を連結したことに伴う連結開始時の

資産及び負債の内訳並びにAlpha Vehicle Security Solutions Czech s. r. o.、ALPHA INDUSTRY PUEBLA, S.

A. DE C.V.及びALPHA (SUZHOU) VEHICLE SECURITY SOLUTIONS CO., LTD株式の取得価額とAlpha Vehicle

Security Solutions Czech s. r. o.、ALPHA INDUSTRY PUEBLA, S. A. DE C.V.及びALPHA (SUZHOU) VEHICLE

SECURITY SOLUTIONS CO., LTD取得のための支出（純額）との関係は次のとおりであります。

   

流動資産 2,439百万円

固定資産 695 

のれん 534 

流動負債 △1,809 

固定負債 － 

同社株式の取得価額 1,860 

同社現金及び現金同等物 401 

差引：同社取得のための支出 1,458 
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月19日

定時株主総会
普通株式 143 15  平成27年３月31日  平成27年６月22日 利益剰余金

 
（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月６日

取締役会
普通株式 143 15  平成27年９月30日  平成27年12月７日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日

定時株主総会
普通株式 143 15  平成28年３月31日  平成28年６月27日 利益剰余金

 
（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月11日

取締役会
普通株式 143 15  平成28年９月30日  平成28年12月５日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
自動車
部品事業
（日本）

自動車
部品事業
（北米）

自動車
部品事業
（アジア）

自動車
部品事業
（欧州）

セキュリテ
ィ機器事業
（日本）

セキュリテ
ィ機器事業
（海外）

計

売上高          

外部顧客へ

の売上高
4,147 6,944 9,961 － 3,332 337 24,722 － 24,722

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

1,549 16 762 － 23 1,010 3,363 △3,363 －

計 5,696 6,961 10,723 － 3,356 1,347 28,086 △3,363 24,722

セグメント利

益又は損失

（△）

△526 342 714 － 185 71 788 14 802

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額14百万円は、セグメント間取引消去14百万円であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
自動車
部品事業
（日本）

自動車
部品事業
（北米）

自動車
部品事業
（アジア）

自動車
部品事業
（欧州）

セキュリテ
ィ機器事業
（日本）

セキュリテ
ィ機器事業
（海外）

計

売上高          

外部顧客へ

の売上高
4,207 6,257 8,485 － 3,806 214 22,972 － 22,972

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

1,322 134 670 － 26 1,224 3,378 △3,378 －

計 5,530 6,391 9,156 － 3,833 1,439 26,350 △3,378 22,972

セグメント利

益又は損失

（△）

△528 504 744 － 389 52 1,161 52 1,213

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額52百万円は、セグメント間取引消去52百万円であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの資産の金額が変動する要因となった事象の概要

当第２四半期連結会計期間より、ASSA ABLOY ABからの事業譲受のために株式取得したAlpha Vehicle

Security Solutions Czech s. r. o.、ALPHA INDUSTRY PUEBLA, S. A. DE C.V.及びALPHA (SUZHOU) VEHICLE

SECURITY SOLUTIONS CO., LTD.を連結子会社として連結の範囲に含めております。これにより、当第２四半期

連結累計期間の報告セグメントの資産金額は、「自動車部品事業（北米）」セグメントにおいて16百万円、

「自動車部品事業（アジア）」において340百万円、「自動車部品事業（欧州）」セグメントにおいて2,787百

万円増加しております。

なお、資産の金額は当第２四半期連結会計期間末において取得原価が未確定であり、また、取得原価の配分

が完了していないため、暫定的に算定された金額であります。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（のれんの金額の重要な変動）

当第２四半期連結会計期間より、ASSA ABLOY ABからの事業譲受のために株式取得したAlpha Vehicle

Security Solutions Czech s. r. o.、ALPHA INDUSTRY PUEBLA, S. A. DE C.V.及びALPHA (SUZHOU) VEHICLE

SECURITY SOLUTIONS CO., LTD.を連結子会社として連結の範囲に含めております。これにより、当第２四半期

連結累計期間の報告セグメントののれんの金額は、「自動車部品事業（欧州）」セグメントにおいて534百万

円増加しております。

なお、のれんの金額は当第２四半期連結会計期間末において取得原価が未確定であり、また、取得原価の配

分が完了していないため、暫定的に算定された金額であります。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

　（報告セグメントの追加）

当第２四半期連結会計期間より、ASSA ABLOY ABからの事業譲受のために株式取得したAlpha Vehicle

Security Solutions Czech s. r. o.を連結子会社として連結の範囲に含めたことに伴い、報告セグメント

「自動車部品事業（欧州）」を新たに追加しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の報告セグメントの区分

に基づき作成したものを開示しております。
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（企業結合等関係）

１．事業の譲受

(1) 企業結合の概要

① 事業譲受の相手先企業の名称及び取得した事業の内容

事業譲受の相手先企業の名称　　ASSA ABLOY AB

事業の内容         　　　　　カーアクセス・セキュリティ事業

② 企業結合を行った主な理由

本事業譲受を通じて当社は、欧州での生産供給拠点を確立し、お客様のニーズへのグローバル対応力を強化す

るとともに、ASSA ABLOY ABのカーアクセス・セキュリティ事業と当社が持つそれぞれの製品・技術の強みを

最大限に活かすことによって、持続的成長を実現し、欧州市場での本格的な事業拡大を目指すためでありま

す。

③ 企業結合日

平成28年９月30日

④ 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得及び事業譲受

⑤ 結合後企業の名称

Alpha Vehicle Security Solutions Czech s. r. o.

Alpha Vehicle Security Solutions Switzerland Sagl

ALPHA INDUSTRY PUEBLA, S. A. DE C.V.

ALPHA (SUZHOU) VEHICLE SECURITY SOLUTIONS CO., LTD.

⑥ 取得した議決権比率

Alpha Vehicle Security Solutions Czech s. r. o.　　　100％

Alpha Vehicle Security Solutions Switzerland Sagl　　100％

ALPHA INDUSTRY PUEBLA, S. A. DE C.V. 　　　　　　　　100％

ALPHA (SUZHOU) VEHICLE SECURITY SOLUTIONS CO., LTD.　100％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

現金を対価とする株式取得及び事業譲受のためであります。

 

(2) 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業及び取得した事業の業績の期間

被取得企業及び取得した事業の業績は、当第２四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書には含まれて

おりません。

 

(3)被取得企業の取得原価

1,860百万円

ただし、当第２四半期連結会計期間末においては、事業譲受に関する契約に基づく譲渡対価の確定過程にある

ため、上記は暫定的な金額であります。

 

(4) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

① 発生したのれんの金額

534百万円

なお、のれんの金額は当第２四半期連結会計期間末において取得原価が未確定であり、また、取得原価の配

分が完了していないため、暫定的に算定された金額であります。

② 発生原因

主として今後の事業展開によって期待される超過収益力であります。

③ 償却方法及び償却期間

効果の発現する期間において均等償却します。なお、償却期間については、取得原価の配分の結果を踏まえて

決定する予定であります。

 

EDINET提出書類

株式会社アルファ(E02245)

四半期報告書

21/24



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金

額（△）
12円37銭 △116円86銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会

社株主に帰属する四半期純損失金額（△）（百万

円）

118 △1,116

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損失金

額（△）（百万円）

118 △1,116

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,552 9,552

 （注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成28年11月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………143百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成28年12月５日

　（注） 平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月11日

株式会社アルファ

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 磯貝　和敏　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 神塚　 勲 　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アル

ファの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルファ及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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